
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】

目標値ａ 実績ｂ ｂ／ａ 25 50 75 100 125

ⅰ 53.5 53.7 100.4%

ⅱ 62.6 65.1 104.0%

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

ⅱ

達成
電気通信事業者と連携したことにより、FTTH(Fiber To The Home：光ファイバーによる家庭向けのデータ通信サービス)のサービスエリアが拡大した

ため目標値を達成できた。

達成
電気通信事業者及び市と連携しＣＡＴＶ網の整備を進めたことや、アナログ放送終了により既存のアナログ放送共同受信施設を廃止しCATV放送

サービスへの加入が進んだことにより、目標値を達成できた。

評価 理 由 等

ブロードバンド世帯普及率（％） ① H16 29.3 57.5 70.0

ケーブルテレビ世帯普及率（％） ①

目標達成度（％）

年度 基準値 目標値 目標値

H16 45.5 63.2

指 標
関連する
取組№

基準値 ２３年度 ２４年度

65.0

２７年度

取組№ ① ②

取組項目 情報通信基盤の整備 豊の国ハイパーネットワークの活用

長期総合計画頁 139

政策名 情報通信基盤の整備とIT化の推進 関係部局名 商工労働部、農林水産部

平均評価

達成

施策評価調書（２３年度実績）
施策コード Ⅲ－５－（１）

政策体系
施策名 情報通信基盤の整備促進 所管部局名 商工労働部



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業の評価】

取組№

1

2

【Ⅵ．主な取り組みの進捗状況・今後の課題】

【Ⅶ．施策に対する意見・提言】

【Ⅷ．今後の施策展開について】

今後の方向性 施策展開の具体的内容

現状維持

・民間事業者と連携し、超高速ブロードバンドサービスエリアの拡大を図るとともに、市町村と連携して、住民向けにインターネット講座を実施するなどブロードバ
ンドの普及に努める。
・豊の国ハイパーネットワークの民間事業者への開放を促進するとともに、市町村に対しては、地域情報番組など、魅力ある番組作りを働きかけるなどケーブル
テレビの普及に努める。
・市町村と連携して、携帯電話不感地域の解消を図る。

進捗状況 取組No.①～③の全てにおいて、概ね順調に進んでいる。

今後の
課題

・超高速ブロードバンドサービス提供地域の拡大

○平成２３年度 第１２回県政ふれあいトーク 宇佐市院内地区（H24.1）
・携帯電話の不感地域を解消してほしい。 → 携帯事業者と協議し、屋内アンテナで対応。

○平成２３年度 第１３回県政ふれあいトーク 由布市柚ノ木地区(H24.2）
・インターネットの環境整備をお願いしたい。→３月末 民間事業者によるサービス提供
開始。

事業名
事務事業評価

（公）農村地域情報基盤整備事業 終了（２３年度末） 181

事業コスト
（千円）

①
・携帯電話の不感地域を計画的に解消するため、市町村から
報告に基づき不感地域の調査を実施した。（229地点）

①

②
・ブロードバンドサービスやケーブルテレビ放送サービスを提
供するため、豊の国ハイパーネットワークを約4,100km（芯線
長）貸付け、民間の利活用を促進している。

取
組
№

262,540

総合評価 掲載頁

緊急雇用携帯電話不感地域現況調査 終了（２３年度末） -

・ケーブルテレビ世帯普及率を向上させるため、電気通信事業者及び市町村と連携した
取組

12,887

評 価


